
様式１

基準

維持管理業務の実施状況
仕様書等に基づき施設の適切な
維持管理業務が行われている
か。

自主事業等の実施状況
事業計画書等に基づいた施設の
設置目的に沿った事業が実施さ
れているか。

人員配置等の業務体制

仕様書等で定めた人員配置がな
されているか。また、労働環境
が関係法令等を遵守した適正な
ものとなっているか。

職員研修の実施状況
事業計画書等に従い職員研修が
実施されているか。

個人情報保護の措置状況
協定書の個人情報保護規定に基
づき、個人情報が適正に管理さ
れているか。

緊急時対応への取組状況
緊急時の連絡体制があり、かつ
訓練等が実施されているか。

施設利用の許可状況
利用者の公平な選考を確保して
いるか。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 比較(H29-H28)

開館日数 308日 308日 308日 0日

a.市民センター 90,221人 92,484人 98,169人 5,685人

b.市民活動プラザ 3,790人 4,749人 4,064人 △ 685人

サービス向上等への取組状況
施設PRやサービス向上の取組み
は実施されているか。

職員の対応

a.市民センター 良い 70.9% 普通 26.4% 悪い 1.6% 未回答 1.1%

b.市民活動プラザ 良い 81.2% 普通 18.8% 悪い 0% 未回答 0%

施設の清潔さ

a.市民センター
清潔
72.5%

普通
26.4%

汚れている 1.1%

b.市民活動プラザ
清潔
68.8%

普通
31.2%

汚れている 0%利用者満足度調査結果

利用者への満足度調査（アン
ケート）等を実施し、業務改善
を実施しているか。（アンケー

【利用者アンケート】より

【要因分析】
市民センターは年４回のハローボランティアつどい事業や秋のオレン
ジフェスタ等、多くのイベントを開催することで利用者増につながっ
た。利用率は前年度とほぼ同数となった。
市民活動プラザについては、29年度の利用者は、28年度に市制110周
年記念事業市民提案イベントでの利用などもあり減少したが、27年度
に比べても増加していることから、団体により安定的に利用されてい
る。

新たな指定管理者となり、ホームページがリニューアルされるととも
に、フェイスブックやラインなど、様々な情報ツールを使うことで広
く情報発信を行った。また、情報閲覧コーナーなどを整理し、利用者
にとって見やすく、分かりやすい情報提供に努めた。そのほか、花壇
の整備や施設内への観葉植物の配置など利用者に配慮した施設環境を
整えた。

評価

事業企画書に基づき概ね計画通りに事業が実施されているが、一部計
画通りに進捗出来ない事業もあった。実施事業の内容については、施
設の目的に沿って市民活動を支援するための事業が実施されている。

仕様書等に基づき適正に行われている。

利用者数

仕様書及び事業計画書のとおり人員配置がされており、市民活動への
相談業務に対応できる体制となっている。

窓口対応などの内部研修のほか、必要に応じ外部研修に参加してい
る。

協定書の規定に基づき、データへのパスワードの設定や個人情報の記
載された書類は鍵付きの棚に保管する等、適正に個人情報が管理され
ている。

消防計画、地震防災規程、緊急時対応マニュアルなど整備され、必要
な消防訓練も実施されている。また、優先連絡順位を定めた連絡様式
も定められている。

利用者の決定は基準に基づき行われている。
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３０，８５８千円

　平成29年度指定管理料（決算見込） ２９，８００千円

所 在 地 豊橋市松葉町二丁目６３番地

指 定 期 間 平成29年4月1日～平成34年3月31日

担 当 課 市民協創部市民協働推進課（0532-51-2483）

平成２９年度指定管理者業務モニタリング評価表

施 設 名

指 定 管 理 者

市民センター

特定非営利活動法人ビリーブ

　平成28年度指定管理料（決算）

項　目

前年度と比較した利用者数・施
設稼動率についてはどうなって
いるか。（利用状況を数値化し
て平成28・29年度を比較）

施設利用状況
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様式１

設備・機材

a.市民センター

b.市民活動プラザ

苦情・トラブルへの対応
利用者の苦情等への対応は適切
であったか。

経費等の執行管理状況
資金の適正な管理と経理内容の
明確化が実施されているか。

収支状況が収支計画書と乖離し
ていなかったか。

指定管理料 指定管理事業費 37,112千円

利用料金収入 次年度繰越金 404千円

自主事業収入

その他収入

収支差額 320千円

を実施しているか。（アンケー
ト結果を数値化して回答）

対応マニュアルを整備
し、研修を実施すること
で、職員による対応の差
を改善に努めた。

経費等の収支状況

収入の部 支出の部

収支計算書

概ね収支計算書どおりの収支状況となっている。

7,729千円

307千円

資金管理は適切に行われ、毎月の事業報告書で報告されている。

駐車場を無料にするか少額でも補助がある
といい。

公共交通機関を勧めるな
ど丁寧な説明により理解
を求めた。

29,800千円

十分である 79.1% わかりにくい 3.9%
使いにくい 7.7%  未回答 9.3%

内容 対応

十分である 59.4% わかりにくい 9.4%
使いにくい 15.6% 未回答 15.6%

アンケート結果から、施設の対応では普通を合わせると97%、施設の
清潔さでも普通を合わせると99%となり、利用者満足度は高いもので
あると考える。一方で、設備・機材については使いにくいまたはわか
りにくいと答えた利用者が１割程度あるため、利用方法の工夫や利用
者への丁寧な説明などにより改善を図っていく。

る
事
項

適切・迅速に対応している。苦情・トラブルが発生した時には必要があれば
市と対応を協議し、対応している。

意見箱等
意見箱等に寄せられた具体的な
意見 ホワイトボードのマーカーペンが消耗して

いるときがある。

在庫切れ等が無いよう
に、会議室をはじめ消耗
品の確認を行うようにし
た。

対応する職員によって対応が異なる。

　平成29年度の指定管理業務については、事業計画書、協定書、仕様書等に基づき適
正に管理されている。市民センターの利用人数はカリオン文化祭をはじめとするイベント
などの実施などにより、利用者の増加につながっており、運営努力によるものと評価でき
る。
　施設の経年劣化等による補修については適宜実施するとともに、市民活動プラザのレ
イアウトや情報閲覧コーナーの整理、施設外の花壇整備など利用者への配慮も行われ
ている。一部事業で遅れがあり、計画どおりに進めることができなかった事業があったも
のの、スキルアップ講座の開催や自主事業であるハローボランティアつどい事業の開催
などを通じて市民活動の促進に取り組み、高い稼働率の確保につながった。

　市民センターの利用状況については、利用率についてはほぼ横ばいであったものの、
利用人数については、昨年度と比較し約５千人増加するなど、丁寧な対応などによるセ
ンターの利便性の良さ等が着実に浸透している結果だと思われる。また、観葉植物設置
や花壇の整備、センター内のレイアウトの変更等、利用者に配慮した環境整備に努め
た。
　施設の維持管理については、建設後20年以上経過しているため、経年劣化により修繕
が必要な個所が発生してきているが、市と対応を協議しながら迅速な対応を心掛けた。
　市民活動プラザの利用については、団体情報や各種資料等を整理することで利便性
向上に努め、各種イベントを実施することにより、団体の交流の場や運営に活用できる情
報の提供をした。
　一部事業計画どおりに進めることができなかった事業もあったため、次年度の事業計
画の中で着実に実施していく。

総合評価

指定管理者の自己評価
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